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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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● 睡眠時無呼吸症候群
　睡眠中に 10 秒以上呼吸が停止する状態が 1 時間
に 5 回以上、または一晩（7 時間）の睡眠中に 30
回以上認められたときに、「睡眠時無呼吸症候群」
と診断され、わが国には約 300 万人いると推定さ
れています。
　この病気は中・高年の肥満男性に多くみられるの
ですが、これは睡眠時に仰向けで寝ることで喉の周
りについた余分な筋肉が垂れ下がり、気道が狭くなるからです。また、こ
れが “ いびき ” の原因にもなっているのですが、この音量に関わらず呼吸を
していない状態（無呼吸）、あるいは呼吸が非常に浅くなっている場合には、
やはり注意が必要です。
　睡眠時にこの無呼吸が頻繁に起きると、血液中の酸素濃度が低下すると
ともに炭酸ガスの濃度が増えます。この変化を呼吸中枢が素早く察知して
呼吸を再開させるのですが、呼吸停止が長く続くと息苦しくなって目覚め
ることもあります。そのため熟睡感がなく、日中、猛烈な睡魔に襲われる
ようになります。また、注意力も散漫になって大事故につながることもあ
ります。
　この無呼吸状態（低酸素・高炭酸ガス血症）を放置しておくことは心臓
や血管系にとっては大きな負担となります。体は慢性の酸欠状態を補うた
めに赤血球を増やして対応しようとするのですが、これでは血液が濃くなっ
てしまって心不全や脳卒中等の重い病気を引き起こしかねません。
　治療としては鼻にマスクをつけて、そこに送り込まれる空気で気道を押
し拡げ呼吸が楽に出来るようにする経鼻的持続陽圧呼吸療法（CPAP：シー
パップ）や手術等がありますが、いずれにしても生活習慣を見直して肥満
を改善することは治療と予防の両面から欠かせません。
　家族に「大きな “ いびき ” をかいたと思ったら、突然止まって息苦しそ
うだった」と言われたなら、この病気の可能性があります。“ いびき ”、“ 日
中の傾眠傾向 ”、そして “ 肥満 ” と、三拍子揃っている人は「睡眠時無呼吸
症候群」を念頭に、積極的に医療機関を受診されることをお勧めします。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）健康よもやま話　�

広川町広川

江口　鈴子

第 25回八女茶で健康 ペットボトルに半量、濃いお茶
を凍らせて使う

　水筒は持って行きにくいが、おいしく冷
たいお茶は飲みたい。そんなときのヒン
トになる例をご紹介します。良く洗浄した
500ml の空きペットボトルと急須、茶葉を
用意します。普段使っている急須に茶葉を
約５ｇ～ 10g 入れ（好みによってお茶の濃
度を変える）、水を継ぎ足します。15 分く
らいすると茶葉が開いてくるので、それを見計らい、少し振って
ペットボトルに流し込みます。茶がまだよく出きっていないと感
じたら、急須に戻し、少し時間をおいて再びペットボトルに流し
込みます。スプーンで急須の中の茶葉を押しても構いません。ペッ
トボトルに半量の濃いお茶を入れ、冷凍します。
　お出かけ前に凍ったペットボトルに後の半量の水を継ぎ足すと
おいしく冷たいお茶が飲めます。ペットボトルの表面が濡れます
のでバック等に入れるときは、ハンカチで包むと安心です。また
包むことによって冷たさが保たれます。冷たいお水のある所では、
冷水を継ぎ足すと良いでしょう。
　家庭に熱いお湯がある場合には、茶葉を入れた急須に氷を詰め、
そのまま熱湯をかけ、同じように作ります。これは、普段に家庭
で飲む場合でもすぐ冷茶ができる方法になります。
　水筒をお持ちの場合には、水筒に応じた大きさの凍り茶を家庭
用冷凍庫で作り、水筒に入れ、水を継ぎ足すとずいぶん長く冷茶
が楽しめます。冷茶は、早めに飲んでしまえば、水道水で作って
も大丈夫です。

福岡県茶生産組合連合会事務局長　仁田原　寿一
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イースターリリー

　8 年前、八女市在住の竹島由美子氏の著書
「野球部員、演劇の舞台に立つ！」（高文研刊）
に出会い、ぜひ映画化したいとの思いを抱
かれた熊本県出身の中山節夫監督。その思
いを受け継いだ鈴木プロデューサーの地道
な活動により構想から 8 年、ついに実現に
こぎ着けました。甲子園出場を目指す名門
野球部が、秋の県予選で味方のエラーによ

り、まさかの一回戦敗退。チーム内に不協和音が広がり始めたそんな時、
部員不足に悩む演劇部顧問の三上先生（宮崎美子）から野球部員のレン
タルの申し込みがある。「野球だけしか知らない人間になるな」という
信念を持つ野球部監督八幡（宇梶剛士）はこの申し出を受け、エース望
月潤（渡辺佑太朗）とキャプテンでキャッチャーの松永亮太（舟津大地）
とエラーをしたファースト川口和馬（川籠石駿平）に演劇部の応援に行
くよう命じる。「甲子園を目指している俺たちにはそんな暇はない」と
反発する三人。一方、突然現れた助っ人に戸惑う演劇部員たち。演劇部
OB の田川先輩（林遣都）は強力な助っ人に期待を寄せる。野球と演劇、
異次元の世界に生きる彼らの間に「青春の化学変化」が起き始める。

　「八女北高校」を舞台とした本作は、ほとんどのシーンが八女市内で
撮影が行なわれました。自然豊かな風景や伝統的な町並み、そして特産
の農産物などが映し出され、八女の素晴らしさをアピールしています。
また多くの地元エキストラの協力を得、まさに八女発信の映画です。ご
期待下さい。なお、一般公開は来年 2 月、Ｔジョイ久留米などで公開予
定ですが、公開後劇場で鑑賞できる「製作上映協力券」を 1100 円にて
販売中です。詳しくは事務局へお問い合わせください。　　　　　　　
　　　　　　　　支援する会事務局長　平井  靖文　 ☎0943-24-9061

映画「野球部員、演劇の舞台に立つ！」
ついに完成！


